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よび非SCI群の24例が１次エンドポイントに至り、SCIの存在は死亡・腎死の独立した危険因子であった (HR, 2.44; 95% CI, 1.36-4.38)。
さらに、SCIの存在は、血清Crの倍化についても独立した危険因子として同定され(HR, 4.79; 95% CI, 2.72-8.46)、SCI群における推定GFRの
低下速度は非SCI群に比し亢進していた。しかし、腎症ステージの進展に関する独立因子として、SCIの存在の関与は同定されなかった。
以上より、２型糖尿病患者において脳の小血管障害が腎機能低下の危険因子であることが明らかとなった。
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